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六　

日 

禰
宜
、
白
山
比
口羊
神
社
例
祭
参
列

十
一
日 

富
山
青
葉
会
総
会

 

（
宮
司
・
禰
宜
・
炭
谷
権
禰
宜
出
向
）

十
三
日 

悪
王
子
社
例
祭

 

（
宮
司
・
清
水
、近
尾
両
権
禰
宜
奉
仕
）

十
六
日 

高
岡
市
長
選
挙
当
選
祈
願

十
七
日 

協
賛
会
会
合

十
八
日 

青
葉
会
出
席

 

（
宮
司 

東
京
出
向
）

二
十
二
日 

第
一
回
観
月
祭
打
合
せ
会

一　

日 

宮
司 

富
山
市
日
枝
神
社
例
祭
参
列

四　

日 

御
本
殿
建
築
者（
伊
藤
忠
太
）
子
孫
来
社

六　

日 

高
岡
高
陵
中
学
雅
楽
演
奏
会
助
勢

 

（
職
員
出
向
）

八　

日 

第
二
回
観
月
祭
打
合
せ
会

九　

日 

北
陸
神
青
協
理
事
会

十
二
日 

白
山
比
口羊
神
社
氏
子
青
年
会
正
式
参
拝

十
九
日 

ブ
ラ
イ
ダ
ル
相
談
会

二
十
六
日 

第
三
回
観
月
祭
打
合
せ
会

二
十
七
日 

鎮
火
祭
執
行

三
十
日 

夏
越
大
祓
執
行

一　

日 

全
国
職
場
安
全
祈
願
祭

四　

日 

プ
チ
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
ー

七　

日 

北
陸
神
青
協
研
修
会
開
催

十　

日 

悪
王
子
社
秋
季
例
祭

十
一
日 

奉
納
書
道
展
審
査
会

十
七
日 

高
岡
新
湊
支
部
、
神
職
・
総
代
会

二
十
一
日 

北
陸
地
区
神
社
庁
協
議
会
正
式
参
拝

二
十
五
日 

奉
納
書
道
展
表
彰
式

一　

日 

氷
川
神
社
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
ー
見
学

 

（
職
員
出
向
）

二　

日 

消
防
訓
練

三　

日 
浦
安
の
舞
講
習
会 

於
参
集
殿

 
（
地
子
・
石
王
丸
両
仕
女
出
席
）

七　

日 

前
屋
鋪
宮
司
一
年
祭

十　

日 

清
水
権
禰
宜
、神
社
本
庁
教
学
研

 

究
生
委
嘱
辞
令
交
付
 

（
神
社
庁
出
向
）

十
九
日 

神
社
庁
協
議
委
員
会
出
席

 

（
宮
司 

神
社
庁
出
向
）

二
十
二
日 

写
生
大
会
表
彰
式

 

（
炭
谷
権
禰
宜
出
向
）

二
十
七
日 

諏
訪
社
秋
季
例
祭

 

神
社
庁
研
修
会 

於
高
瀬
神
社

 

（
職
員
出
向
）

 

射
水
協
賛
会
会
合

二
十
八
日 

神
社
庁
総
会 

於
高
瀬
神
社

三
十
日 

明
治
神
宮
、宮
崎
禰
宜
正
式
参
拝

七　

日 

参
拝
研
修
旅
行 

京
都

 

（
射
水
神
社
責
任
役
員
）

十
二
日 

ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
ー

十
三
日 

宮
司 

高
瀬
神
社
例
祭
参
列

十
四
日 

山
梨
県
総
代
会
参
拝
旅
行 

下
見

 

（
関
係
者
来
社
）

 

富
山
市
月
岡
中
学
へ
雅
楽
演
奏

 

（
職
員
助
勢
）

十
五
日 

秋
季
大
祭
前
日
祭

十
六
日 

秋
季
大
祭

十
七
日 

秋
季
大
祭
後
日
祭

十
九
日 

高
岡
・
新
湊
支
部
祭
式
講
習
会

二
十
二
日 

日
吉
社
例
祭

二
十
六
日 

院
内
社
秋
祭

 

第
四
回
観
月
祭
打
合
せ
会

六　

日 

観
月
祭
案
内
放
送

 

（
清
水
権
禰
宜 

ラ
ジ
オ
高
岡
出
向
）

八　

日 

観
月
祭
奉
告
祭

九　

日 

観
月
祭

十
四
日 

芳
野
中
学
雅
楽
授
業
助
勢

 

（
職
員
出
向
）

十
七
日 

神
嘗
祭
当
日
祭

十
九
日 

高
岡
市
護
国
神
社
前
日
祭

二
十
日 

高
岡
市
護
国
神
社
秋
季
大
祭

二
十
一
日 
高
岡
市
護
国
神
社
後
日
祭

二
十
五
日 
炭
谷
権
禰
宜
中
堅
神
職
講
習
会
参
加

二
十
六
日 

綿
貫
民
輔
宮
司
長
老
祝
賀
会
へ
参
列

 

（
宮
司
以
下
職
員
三
名
）

二　

日 

宮
司 

禰
宜
県
神
社
調
教
化
委
員

 

役
員
会
出
席

三　

日 

明
治
祭
斎
行

八　

日 

神
社
庁
雅
楽
部
用
務

 

（
禰
宜 

東
京
出
向
）

十　

日 

宮
司 

北
陸
四
県
教
化
委
員
会
出
席

 

全
国
神
青
協
代
議
員
会
出
席

 

（
炭
谷
権
禰
宜
）

十
五
日 

富
山
青
葉
会
出
席

 

（
宮
司
以
下
職
員
二
名
）

十
六
日 

支
部
事
務
担
当
者
会
議
出
席

 

（
近
尾
権
禰
宜
）

十
七
日 

兵
庫
県
金
毘
羅
神
社
崇
敬
会
九
名
参
拝

 

新
潟
県
へ
県
神
青
会
メ
ン
バ
ー
と

 

神
社
被
害
調
査（
近
尾
権
禰
宜
出
向
）

十
八
日 

さ
み
さ
と
小（
朝
日
町
）雅
楽
演
奏

 

（
禰
宜
、炭
谷
・
清
水
両
権
禰
宜
出
向
）

二
十
三
日 

新
嘗
祭
斎
行

二
十
四
日 

山
梨
県
神
社
旅
行
団
体
正
式
参
拝

〔
人
事
〕

 

新
任

■ 

巫　

女 

石
王
丸
美
緒

　

 

平
成
十
六
年
四
月
一
日

■ 

事
務
員 

石
田　

ユ
キ

　

 

平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
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富
山
湾
が
魚
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
冬
の

代
表
的
な
魚
と
し
て
ブ
リ
が
あ
る
。
ブ
リ
は
縄
文
時
代
か
ら
食
用
に
供
せ
ら
れ
て

い
た
魚
の
一
つ
で
あ
る
。
魚
偏
に
師
と
書
く
の
は
、
師
走
（
十
二
月
）
が
よ
い
と
さ

れ
た
た
め
と
い
う
が
、
旧
暦
で
あ
る
か
ら
現
在
で
は
一
月
か
二
月
上
旬
で
あ
る
。

こ
の
魚
、
出
世
魚
の
代
表
格
で
あ
る
。
富
山
県
で
は
、
ツ
バ
イ
ソ
、
コ
ズ
ク
ラ
、

フ
ク
ラ
ギ
、
ガ
ン
ド
、
ブ
リ
と
呼
び
名
が
変
わ
る
。
出
世
魚
で
あ
る
た
め
に
縁
起

を
か
つ
い
で
、
正
月
や
お
祝
い
ご
と
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
富
山
県
に
は
そ

の
年
に
娘
を
嫁
が
せ
た
家
は
、
年
末
に
は
嫁
ぎ
先
に
ブ
リ
を
贈
る
と
い
う
習
慣
が

現
在
も
残
っ
て
い
る
。
神
へ
の
祈
り
に
近
く
、
自
然
の
恵
み
を
贈
る
と
い
う
親
た

ち
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
習
慣
に
違
い
な
い
。

　

こ
の
魚
を
素
材
に
し
た
料
理
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
冬
の
富
山
県
に
最
も
ふ

さ
わ
し
い
家
庭
的
な
料
理
と
し
て
「
鰤
大
根
」
が
あ
る
。
冬
の
富
山
湾
で
と
れ
た

天
然
の
寒
ブ
リ
の
あ
ら
を
箸
で
崩
れ
る
く
ら
い
ま
で
煮
こ
む
ブ
リ
大
根
。
時
間
を

か
け
て
煮
れ
ば
煮
る
ほ
ど
、
ブ
リ
の
あ
ら
と
大
根
の
旨
み
が

か
け
て
煮
れ
ば
煮
る
ほ
ど
、
ブ
リ
の
あ
ら
と
大
根
の
旨
み
が

か
け
て
煮
れ
ば
煮
る
ほ
ど
、
ブ
リ
の
あ
ら
と
大
根
の
旨
み
が

お
い
し
く
溶
け
合
う
。
味
は
味
噌
仕
立
。
醤
油
味
の
も
の
も

お
い
し
く
溶
け
合
う
。
味
は
味
噌
仕
立
。
醤
油
味
の
も
の
も

お
い
し
く
溶
け
合
う
。
味
は
味
噌
仕
立
。
醤
油
味
の
も
の
も

お
い
し
く
溶
け
合
う
。
味
は
味
噌
仕
立
。
醤
油
味
の
も
の
も

お
い
し
く
溶
け
合
う
。
味
は
味
噌
仕
立
。
醤
油
味
の
も
の
も

お
い
し
く
溶
け
合
う
。
味
は
味
噌
仕
立
。
醤
油
味
の
も
の
も

お
い
し
く
溶
け
合
う
。
味
は
味
噌
仕
立
。
醤
油
味
の
も
の
も

お
い
し
く
溶
け
合
う
。
味
は
味
噌
仕
立
。
醤
油
味
の
も
の
も

お
い
し
く
溶
け
合
う
。
味
は
味
噌
仕
立
。
醤
油
味
の
も
の
も

お
い
し
く
溶
け
合
う
。
味
は
味
噌
仕
立
。
醤
油
味
の
も
の
も

お
い
し
く
溶
け
合
う
。
味
は
味
噌
仕
立
。
醤
油
味
の
も
の
も

お
い
し
く
溶
け
合
う
。
味
は
味
噌
仕
立
。
醤
油
味
の
も
の
も

あ
る
が
、
冬
の
富
山
県
の
気
候
に
は
田
舎
味
噌
が
こ
の
ブ
リ

大
根
に
は
よ
く
似
合
う
。
上
が
り
に
針
柚
子
を
天
盛
り
に
し

大
根
に
は
よ
く
似
合
う
。
上
が
り
に
針
柚
子
を
天
盛
り
に
し

大
根
に
は
よ
く
似
合
う
。
上
が
り
に
針
柚
子
を
天
盛
り
に
し

大
根
に
は
よ
く
似
合
う
。
上
が
り
に
針
柚
子
を
天
盛
り
に
し

大
根
に
は
よ
く
似
合
う
。
上
が
り
に
針
柚
子
を
天
盛
り
に
し

て
仕
上
げ
る
と
季
節
の
柚
子
の
香
り
が
よ
り
一
層
ブ
リ
大
根

て
仕
上
げ
る
と
季
節
の
柚
子
の
香
り
が
よ
り
一
層
ブ
リ
大
根

て
仕
上
げ
る
と
季
節
の
柚
子
の
香
り
が
よ
り
一
層
ブ
リ
大
根

て
仕
上
げ
る
と
季
節
の
柚
子
の
香
り
が
よ
り
一
層
ブ
リ
大
根

て
仕
上
げ
る
と
季
節
の
柚
子
の
香
り
が
よ
り
一
層
ブ
リ
大
根

て
仕
上
げ
る
と
季
節
の
柚
子
の
香
り
が
よ
り
一
層
ブ
リ
大
根

て
仕
上
げ
る
と
季
節
の
柚
子
の
香
り
が
よ
り
一
層
ブ
リ
大
根

て
仕
上
げ
る
と
季
節
の
柚
子
の
香
り
が
よ
り
一
層
ブ
リ
大
根

て
仕
上
げ
る
と
季
節
の
柚
子
の
香
り
が
よ
り
一
層
ブ
リ
大
根

て
仕
上
げ
る
と
季
節
の
柚
子
の
香
り
が
よ
り
一
層
ブ
リ
大
根

て
仕
上
げ
る
と
季
節
の
柚
子
の
香
り
が
よ
り
一
層
ブ
リ
大
根

を
引
立
て
る
。
い
つ
ま
で
も
残
し
て
い
き
た
い
郷
土
の
料
理

で
あ
る
。

  

 

 

 

か
け
て
煮
れ
ば
煮
る
ほ
ど
、
ブ
リ
の
あ
ら
と
大
根
の
旨
み
が

お
い
し
く
溶
け
合
う
。
味
は
味
噌
仕
立
。
醤
油
味
の
も
の
も

あ
る
が
、
冬
の
富
山
県
の
気
候
に
は
田
舎
味
噌
が
こ
の
ブ
リ

大
根
に
は
よ
く
似
合
う
。
上
が
り
に
針
柚
子
を
天
盛
り
に
し

大
根
に
は
よ
く
似
合
う
。
上
が
り
に
針
柚
子
を
天
盛
り
に
し

て
仕
上
げ
る
と
季
節
の
柚
子
の
香
り
が
よ
り
一
層
ブ
リ
大
根

て
仕
上
げ
る
と
季
節
の
柚
子
の
香
り
が
よ
り
一
層
ブ
リ
大
根

て
仕
上
げ
る
と
季
節
の
柚
子
の
香
り
が
よ
り
一
層
ブ
リ
大
根

て
仕
上
げ
る
と
季
節
の
柚
子
の
香
り
が
よ
り
一
層
ブ
リ
大
根

を
引
立
て
る
。
い
つ
ま
で
も
残
し
て
い
き
た
い
郷
土
の
料
理

で
あ
る
。
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と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
国
土
開
発
、
文

化
の
発
展
に
努
め
た
大
河
音
足
尼
の
治

績
を
射
水
の
郷
の
居
住
者
が
そ
の
武
勲

と
功
績
を
称
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

■
平
成
十
六
年
よ
り
、
射
水
神
社
に
お
き

ま
し
て
は
、
御
遷
座
百
三
十
年
祭
に
向
け
、

各
種
諸
行
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
、「
射
水

神
社
観
月
祭
」
は
市
内
を
中
心
と
し
た
、

篤
志
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
、
十
六
年

十
月
に
、
第
一
回
が
賑
々
し
く
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
茲
に
関
係
各
位
の
ご
助
力
に

深
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
本
年
よ
り
始

ま
り
ま
す
、
関
連
行
事
に
対
し
、
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
表
紙
の
写
真
は
、
当
社
「
左
義
長
（
射

水
の
火
祭
）」
の
写
真
で
あ
り
、
例
年
一
月

十
四
日
の
小
正
月
、
境
内
中
央
に
高
さ
五

メ
ー
ト
ル
の
櫓
を
組
み
、
一
年
間
家
庭
を

守
ら
れ
た
、
お
札
・
お
守
、
等
を
入
れ
、

感
謝
の
念
を
持
ち
、
御
焼
納
す
る
神
事
を

行
な
い
ま
す
。
尚
こ
の
火
に
あ
た
れ
ば
、
一

年
間
の
無
病
息
災
が
約
束
さ
れ
る
と
の
信

仰
も
生
ま
れ
て
お
り
、
射
水
神
社
で
も
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

り
、
越
中
の
蝦
夷
を
皇
化
し
、
土
着
民

族
の
た
め
に
農
耕
を
教
え
導
い
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
藤
津
の
越
中
に
お

け
る
治
績
を
考
え
る
と
、
大
河
音
足
尼

が
祖
父
又
は
藤
津
の
残
し
た
聖
業
の
基

盤
に
立
っ
て
、
意
志
を
受
継
ぎ
射
水
の

郷
の
長
と
な
り
、
一
族
を
始
め
他
の
土

着
民
族
を
も
統
治
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

国
造
の
館
は
現
在
の
高
岡
市
伏
木
の

国
府
の
あ
た
り
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

二
上
山
よ
り
一
望
す
る
射
水
の
郷
の
国

土
開
発
、
文
化
の
発
展
に
終
生
を
労
し

て
、
こ
の
地
に
没
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
治
績
を
伝
え
る
文
献
は
見
当

た
ら
な
い
が
、
子
孫
が
永
く
射
水
臣
と

称
し
、
郡
政
に
参
与
し
一
族
か
ら
三み
よ
し善

爲た
め
や
す康
が
算
学
博
士
と
な
り
、
射
水
臣
の

名
は
土つ
ち
み
か
ど

御
門
天
皇
の
正
治
二
年
（
一
二

〇
〇
年
）
ま
で
、
し
ば
し
ば
史
上
に
見

え
る
。
大
河
音
足
尼
に
関
し
て
は
現
在

墳
墓
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
方

後
円
墳
二
基
、
円
墳
十
基
以
上
の
桜
谷

古
墳
群
は
伊
彌
頭
国
造
の
一
族
の
墳
墓

で
、
そ
の
主
墳
は
大
河
音
足
尼
の
も
の

③
射
水
神
社
と
伊い

み

ず

彌
頭
国
造

　

射
水
神
社
の
創
建
の
歴
史
は
遠
く
、

神
代
か
ら
の
古
社
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
を
確
証
す
る
史
実
は
な
い

が
、
伊
彌
頭
の
国
造
の
崇
敬
社
で
郷
土

第
一
の
氏
神
と
し
て
、
少
な
く
と
も
千

数
百
年
以
前
よ
り
崇
敬
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
国
造
の
制
度
は
古
代
地
方
に

お
い
て
領
土
、
領
民
を
有
し
て
、
天
皇

に
奉
仕
し
た
豪
族
で
、
行
政
権
と
祭
祀

の
両
面
を
司
り
、
天
皇
の
勅
命
に
よ
っ

て
任
命
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
伊
彌

頭
国
造
は
武た
け
う
ち
の
す
く
ね

内
宿
禰
の
子
孫
で
あ
る

大お
お
か
わ
と
の
す
く
ね

河
音
足
尼
が
始
祖
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。『
景
行
天
皇
紀
』
二
十
五
年

に
武
内
宿
禰
が
、
北
陸
鎮
撫
の
聖
業
の

た
め
越
の
蝦
夷
と
称
し
た
蛮
族
を
討
伐

し
、
二
十
八
年
に
業
の
中
途
で
帰
り
復

命
し
て
い
る
が
、
傍
証
と
し
て
武
内

宿
禰
の
三
男
で
あ
る
藤ふ
じ
つ津
が
越
中
に
残

発
行 

射
水
神
社

発
行
所 

〒
９
３
３

－

０
０
４
４

 

高
岡
市
古
城
１
の
１

 

０
７
６
６

－

２
２

－

３
１
０
４

 

０
７
６
６

－

２
１

－

３
７
１
５

印
刷
所 

キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社

日
本
で
最
初
の
大
臣
と
し
て
国
政
に
参
与
し
た

武
内
宿
禰（
左
）。
伊
彌
頭
国
造
は
武
内
宿
禰
の

子
孫
で
あ
る
大
河
音
足
尼
が
始
祖
で
あ
る
。

（
写
真
提
供
／
鳥
取
県
鎮
座 

宇
倍
神
社
）
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